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宝
珠
凸
ユ
石
寺
千
手
院

頂
い
た
ご
録
を
出
寺
地
区
の
発
展
に

昨
年
（平
成
二
十
年
）
は
、
最
上
二
十
三

観
音
子
歳
連
合
御
開
帳
の
年
で
あ
っ
た
。

我
が
二
番
札
所
「宝
珠
山
千
手
院
」
で
も
、

県
内
外
か
ら
の
巡
礼
参
拝
者
の
「祈
り
」
に

応
え
る
関
連
行
事
を
行

っ
た
。

千
手
院
観
音
別
当
会
代
表
後
藤
弥

一
郎

氏
は
、
御
開
帳
を
振
り
返

っ
て
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
お
ら
れ
た
。

心
温
ま
る
御
開
帳
に
な
る
よ
う
に
と
、

立
石
寺
貫
主
清
原
浄
田
氏
か
ら
い
ろ
い
ろ

と
御
指
導
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
山
寺
駅
、
山
寺
地
区
振
興
会
、

山
寺
観
光
協
会
、
多
く
の
地
区
民
有
志
か

ら
多
大
な
支
援
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
別
当
会
の
方
に
は
当
番
日
を
決

め
て
、
六
ヶ
月
間
の
御
接
待
。
ご
苦
労
を

お
か
け
し
た
。
お
陰
様
で
、
参
拝
者
の
方
々

か
ら
『境
内
の
倖
ま
い
が
素
晴
ら
し
い
』
、

『奉
賛
峨
が
み
ご
と
』
、
『庫
裏
で
の
お
も

て
な
し
に
心
な
ご
ん
だ
』
等
々
の
お
一餐
め

の
言
葉
を
頂
戴
で
き
た
。

こ
の
度
の
御
開
帳
を
や
り
終
え
て
、
そ

の
達
成
感
で
千
手
院
別
当
会
の

『絆
』
は

更
に
固
く
な
っ
た
。
ま
た
、
観
音
信
仰
の

深
さ

・
広
が
り
を
肌
で
感
じ
た
。
い
ろ
ん

な
素
晴
ら
し
い
体
験
、
勉
強
を
さ
せ
て
も

ら
い
あ
り
が
た
か
っ
た
。

こ
の
御
縁
を
今
後
の
千
手
院
地
区
の
発

展
、
ひ
い
て
は
山
寺
地
区
の
振
興
発
展
に

是
非
生
か
し
て
い
き
た
い
と
、
改
め
て
千

手
観
音
さ
ま
に
合
掌
し
、
誓

っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

沢
山
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。



平成21年 ]月 ]日現在 山 寺戸数 448 男 709人 女 778人 計 ].487人 (市続計より)
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武
田
栄
作
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
談

一
こ
の
受
賞
は
、
『地
域

・
家
庭

。
学
校
』
が
連
携
し

て
積
み
上
げ
て
き
た
諸
活
動
、

！キ

「
い
の
ち
の
日
」
と
名
付
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

一
毎
月

一
日
、
十
五
日
の
登
校
指
導
。

≡
二
山
寺
の
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
懇
談
会
」
の
実
施
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会
が
行

っ
て
い
る

「生
活
リ
ズ

！
ム
調
査
」
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
の

「読
み

―
聞
か
せ
」

■
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
地
域
に
密
着
し
た
学
年
行
事
の
実
施
。

一一

「山
寺

の
果
物
と
野
菜
を
使

っ
て
の
調
理
実
習

・

■
酪
農
体
験

・
ア
イ
ス
ヒ
ル
や
降
の
浦
、
紅
葉
川
渓

一
谷

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
」

！な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

一

こ
の
度

の
受
賞
に
当
た
っ
て
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
頂

き
ま
し
た
関
係
各
位
、
旧
職
員
の
方
々
に
心
よ
り
お

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

授
賞
式
は
昨
年
十

一
月
二
十
日
、
皇
太
子
殿
下
同

妃
殿
下
ご
臨
席
の
も
と
、
東
京
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
行
わ
れ
た
。

小
学
校
全

児
童
で
詩
文

の
暗
唱
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
。

校
長
室
で
の

発
表
に
ド
キ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一！一一一一一一一一一一一一一一！一，！一，！一一，一一一十一！一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一

卜
受
賞
記
念
祝
賀
会
の
よ
う
す

（平
成
二
十

一
年

一
月
十
八
日
、

パ
レ
ス
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
に
て
）

仏
様
も
う
っ
と
リ
　
チ
エ
日
の
タ
ベ

き

（フ

か

わ

吉
川
よ
し
ひ
ろ
演
奏
会

立
石
寺
根
本
中
堂
で

「チ
ェ
ロ
コ
ン

か
ん

ず

サ
ー
ト
」
が
、
貫
主
清
原
浄
田
氏
の
ご

高
配
と
関
係
者
の
ご
支
援
で
、
昨
年
六

月
十
八
日
、
山
寺
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
で
行
わ
れ
た
。

聴
覚
障
害
を
克
服
さ
れ
て
奏
で
ら
れ

る
音
色
と
吉
川
さ
ん
の
演
奏
の
姿
に
、

忘
れ
ら
れ
な
い
熱
い
感
動
の

一
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

演
奏
曲
目
は

「最
上
川
舟
唄
」

「大
き
な
古
時

計
」
等
十
三
曲
。

最
後
は
チ
ェ
ロ

に
合
わ
せ
て
山

寺
小
学
校
校
歌

を
み
ん
な
で
歌

い
、
再
会
を
約

束
し
た
。

____  _Ⅲ 在法1遠静む納感登

山寺中3年 生が中,いとなつて作成。
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平成20年度 山 寺小。中学校の児童・生徒数 J 学ヽ校**人 (男26人、女36人)内 特認入学2名 中 学校33人 (男18人、女15人)

裁―カーデー芳待ちしく ～

日劇'1喪義
1争
準畔弾幹持韓』曽萌:醸

山
寺
観
光
協
会
婦
人
部
が
各
々
の
店
で
お
客
様
の
お
も
て
な

し
に
心
を
く
だ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
昨
年
取
り
組
ん
で
き
た

三
つ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

婦
人
部
長
は

「何
度
で
も
山

寺
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、

笑
顔

の
お
も
て

な
し
が
で
き
る

よ
う
全
員
で
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
。
ま
た
、

地
区

の
方
々
の

ご
意
見
を
頂
戴

し
な
が
ら
よ
り

よ
い
山
寺

の
紹

介
が
で
き
る
よ

う
が
ん
ば
り
た

い
。
」

と

話

し

て
い
る
。

やまでらおすすめマップ作成
わが店の自慢と山寺の魅力をおり
込んだ 『元かんばんむすめ や までら
おすすめMAP』 と、外国人観光客に
も対応できるよう基本会話を用いた
『おもてなしシート』(行政からの支援
も頂戴)。手作り感が温かいと好評。

tL孝弁ゼとんとき
山寺のライ トアップに合わせ山寺

の民話を語る 『語 り部ナイ ト』。語

り部の話術に、お客様|よ「方言の意
味|よよくわからなかつたけれど、と
ても楽しかった。また来ますね。」と、
. に つこり。

〈観光協会婦木言職

踊りの投露
山寺が大好きな歌手 ・鈴木久

司さんの 『夢あかり山寺』に振

り付けられた踊りを地区文化祭

で披露。踊つてみたしヽとしヽう声

の輪が広がつてしヽる。- 3 -
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こ
れ
ま
で
山
寺
の
水
は
美
味
し
い
と
評

判
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
面
白
山
か
ら

山
寺
の
導
水
管
の
老
朽
化
が
急
速
に
進
み
、

取
水
量
が
低
下
し
、
山
寺
地
区

へ
の
安
定

供
給
に
不
安
が
生
じ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
平
成
十

一
年
か
ら
山
寺
地
区

の
関
係
者
と
水
道
管
理
者
の
山
形
市
水
道

部
が
協
議
を
重
ね
、
平
成
十
九
年
五
月
か

ら
平
成
二
十
年
十

一
月
ま
で
、
約
六
億
数

千
万
円
の
事
業
費
を
投
じ
、
導
水
管
約
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
全
面
更
新
、
新
た
に
源

水
調
整
池
を
面
白
山
地
区
に
設
立
し
た
。

全
面
的
に
協
力
さ
れ
た
面
白
山
地
区
民

並
び
に
関
係
者
に
感
謝
し
、
水
の
有
難
さ

を
再
確
認
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

山
寺
の
水
道

立
谷
川
の
水
利
権
や
面
白
山
ト
ン
ネ

ル
か
ら
の
取
水
等
の
困
難
な
問
題
を
解

決
し
な
が
ら
、
昭
和
四
十
九
年
通
水
。

以
来
三
十
二
年
間
、
山
寺
地
区
民
や
、

山
寺
を
訪
れ
る
観
光
客
等
に
美
味
し
い

水
を
安
定
的
に
供
給
し
て
き
た
。

元
謗

ン

現
在
、
山
形
市
が
管
理

・
運
営
し
て
い

る
公
民
館
を
、
こ
れ
か
ら
は
各
地
区
に
任

せ
ま
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
公
民
館
の
民

営
化

（委
託
運
営
）
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま

し
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ど
う
し
て
、
そ
う
す
る
の

・
諸
活
動
に
対
す
る
地
域
性
を
尊
重
し
、

市
民
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

・
多
様
な
世
代
の
活
動

へ
の
対
応
と
地
域

を
生
き
生
き
さ
せ
る
。
ま
た
、
職
員
削

減
面
で
の
行
政
改
革
を
推
進
す
る
。

◇
こ
う
変
わ
り
ま
す

。
地
域
住
民
が
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

て
主
体
的
に
運
営
に
関
わ
り
ま
す
。

・
地
区
皆
さ
ん
の
声
を
、
公
民
館
運
営
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
「運
営
協
議
会
」
を

組
織
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
地
区
主

要
団
体
、
公
民
館
使
用
者
な
ど
の
代
表

で
す
。

・
公
民
館
使
用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

分
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
、
無
料
で
す
。

。
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
と
し
て
の
仕
事
は

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
（市
行
政

と
の
連
絡
や
事
務
処
理
な
ど
）
。

・
公
民
館
の
維
持
費

・
管
理
費
な
ど
は
従

来
通
り
市
費
で
負
担
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

（他
館
の
状
況
）

・
山
寺
は
平
成
二
十
二
年
四
月
ス
タ
ー
ト

の
予
定
で
す
。
市
内
委
託
済
は
五
館
、

二
十

一
年
か
ら
九
館
、
二
十
二
年
か
ら

六
館
。

蟻
韻
醸
蒸
犠

所
部
橋
欄
干

膚7k亭‐ツ手IT14‐峰
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年
々
増
加
す
る
有
害
鳥
獣
の
被
害
に
は
、

こ
ま
ね

た
だ
手
を
洪
い
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

中
に
は
耕
作
出
来
な
く
な
っ
た
田
畑
も
あ

る
。
そ
こ
で
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
ふ
れ
あ
い
山

寺
店
を
通
し
て
関
係
機
関
に
訴
え
、
地
区

の
猟
友
会
の
方
々
に
駆
除
を
お
願
い
し
て

い
る
。
カ
ラ
ス
は
五
月
中
旬
よ
り
六
月
中

旬
ま
で
可
、
猿
と
熊
は
年
間
を
通
じ
て
可
、

カ
モ
シ
カ
は
駆
除
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
駆
除
に
あ
た
る
山
寺
猟
友
会
の

方
々
は
毎
年
十
二
月
に
地
蔵
尊
境
内
に
あ

る
猪
の
供
養
塔
の
前
で
鳥
獣
の
供
養
と
、

駆
除
の
安
全
を
祈
願
し
て
神
宮
の
の
り
と

を
捧
げ
て
い
る
。

轟
犠
畿
輩

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備
ヘ

縄
騒
鶴
騒
騒

今
年
の
文
化
祭
で
は
、
山
寺
の
石
器
時

代

・
縄
文
時
代
の
頃
の
様
子
と
当
時
の
遺

跡
な
ど
に
つ
い
て
、
県
文
化
財
保
護
協
会

と
山
形
考
古
学
会
の
三
名
の
先
生
方
か
ら

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

主
な
内
容
は
、
山
寺
の
石
器
時
代
、
縄

文
時
代
の
頃
の
よ
う
す
、
五
輪
塔
や
石
碑

な
ど
の
、
詳
し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

当
地
区
の
遺
跡
は
、
さ
す
が
に
他
の
地

区
よ
り
古
く
、
こ
れ
か
ら
注
目
さ
れ
る
物

が
多
く
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
改
め
て

昔
の
様
子
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

講
演
後
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
と
山
寺
と

の
結
び

つ
き
を
中
心
に
、
質
問
や
活
発
な

意
見
交
換
を
し
た
。
当
日
は
、
地
区
内
外

か
ら
八
十
余
名
が
集
ま
り
、
熱
の
入
っ
た

話
し
合
い
に
な
り
大
好
評
だ
っ
た
。

ｏ
地
域
福
祉
推
進
研
究
会
議
の
開
催

「皆
で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち
」
を
基
本

テ
ー
マ
に
十

一
月
十
六
日
、
楯
山
公
民
館

で
山
寺

・
楯
山

。
高
瀬
の
三
地
区
の
町
内

会
役
員
、
民
生
児
童
委
員

・
福
祉
協
力
員

等
が
福
祉
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

な
っ
た
。

高
齢
化
問
題
で
は
、　
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
孤
独
感
を
解
消
す
る
た
め
の

「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
の
実
施
。

少
子
化
問
題
で
は
、
子
育
て
支
援
や
学

童
保
育
の
あ
り
方
な
ど
。

福
祉

マ
ッ
プ
づ
く
り
で
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
問
題
と
マ
ッ
プ
作
成
後
の
活
用
方

法
。福

祉
問
題
は
、
地
域
全
体
で
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
け
る
の
か
。
参
加
者
が

一

様
に
悩
ん
で
い
た
。

ｏ
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
う
つ
ど
い
の
実
施

平
成
十
六
年
か
ら
実
施
し
て
、
今
年
度

で
五
年
目
と
な
り
、
各
町
内
会
事
業
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。

マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
各
地

区
で
趣
向
を
凝
ら
し
て
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
全
地
区
で
三
百
名
の
参
加

者
で
あ
っ
た
が
、
幅
広
い
世
代
の
参
加
促

進
等
の
課
題
も
浮
彫
り
さ
れ
た
。

振
興
会
は

「若
者
が
楽
し
く
活
動
で
き

る
地
区
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
る
。

近
年
特
に
複
雑
に
な

っ
た
情
報
社
会

ヘ

の
対
応
と
、
観
光

・
農
業
な
ど
の
発
展
を

願
い
市
及
び
関
係
業
者
を
通
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
を
お
願
い
し
て
き
た
。

現
在
、
電
話
回
線
に
よ
る
利
用
者
の
声

を
聞
い
て
み
る
と
、

「ダ
イ
ア
ル
ア
ッ
プ
式
で
は
、
立
ち
上
が

り
や
次
の
ス
テ
ッ
プ

ヘ
の
切
り
替
え
ご
と

に
二
十
秒
ほ
ど
時
間
を
要
し
、
加
え
て
動

画
の
取
り
込
み
が
極
め
て
遅
い
」
と
の
事
。

こ
の
状
況
を
早
く
解
決
で
き
る
よ
う
協

議
を
行

っ
て
い
る
。

新
し
く
な
っ
た
公
衆
ト
イ
レ

こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
り
吉
情
の
あ
っ

た
面
白
山
高
原
駅
公
衆
ト
イ
レ
が
、
県
公

衆
ト
イ
レ
再
整
備
事
業
の
補
助
金

（約

二
千
万
円
）
で
、
す
っ
き
り
と
改
築
さ
れ

た
。
長
い
間

汲
み
取
り
式

で
男
女
共
用

だ
っ
た
不
便

さ
を
、
水
洗

式

・
浄
化
槽

方
式
、
男
女

別
、
ま
た
身

障
者
用
も
設

置
さ
れ
た
。
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今 ンわン、先ンの議案率為

己

利

他

」

立
石
寺

清

原

正

田

「己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」

の
意
味
で
す
。
自
分
の
事
よ
り
も

先
に
他
の
人
の
事
を
考
え
て
行
動

す
る
、
そ
れ
が
最
も
尊
い
事
で
す

よ
と
、
伝
教
大
師
様
は
教
え
て
い

ま
す
。

私
達
は
、
ま
ず
自
分
自
身
の
事

を
中
心
に
考
え
が
ち
で
す
。
自
分

を
少
し
横
に
置
い
て
他
の
人
の
事

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
と

き

っ
と
あ
な
た
の
周
り
を
、
も

っ

と
楽
し
く
明
る
く
で
き
ま
す
よ
。

慈
塗
夫
節
田
権
誕
去
容

車
上
ね
ら
い
防
止
標
語

〈最
優
秀
作
品
〉

近
年
、
山
寺
地
区
内
で
車
上
荒
ら
し
が
多
発
し

て
い
る
。
そ
こ
で
防
犯
協
会
山
寺
支
部
長
冨
樫
富

治
氏
と
山
寺
駐
在
所
松
田
警
部
補
が
関
係
団
体
を

通
じ
て
地
区
の
み
な
さ
ん
に
標
語
を
募
集
。
子
ど

も
か
ら
大
入
ま
で
、
百
八
十
二
点
も
の
応
募
作
品

が
寄
せ
ら
れ
た
。
選
考
し
た
結
果
、
地
蔵
堂
の
布

施
秀
雄
さ
ん
の
標
語
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
防
犯
意
識
を
高
め
て
い

き

ま

し

ょ

う

Ｈ

◎
仙
曲
線
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
が
山
形
県
土

木
交
通
政
策
課
で
企
画
。
沿
線
地
域
の

南
志
、
曲
等
観
光
協
会
、
作
並
観
光
協

会
員
が
参
加
。
出
寺

・
作
並
を
モ
デ
ル

に
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
を
行
っ
て
四

年
。
そ
の
目
的
は
、
他
曲
線
や
沿
線
地

域
の
資
源
を
見
つ
め
直
し
、
仙
曲
線
の

利
用
促
進
と
沿
線
地
域
・の
活
性
化
を
図

る
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
平
成
三
十
年

度
に
峰
の
浦
違
跡
群
に
乗
内
板
を
設
置
。

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
　
　
　
研
修
会

◎
山
寺
山
水
短
歌
会
が
結
成
十
周
年
を
記

念
し
、
含
同
歌
集

「対
面
石
」
を
上
梓
。

排
旅
旺徹
一！一！ｒ蔑

ド
ア
ロ
ッ
ク

自
分
の
財
産

守
る
カ
ギ
雑
齢
一財
徘
殿
一≡！！！！一狩
荘

”
工

也

塔

空
也
上
人
は
平
安
中
期
の
僧
で
、
当
時

の
民
衆
の
中
に
入
り
、
民
衆
と
共
に
生
活

し
た
上
人
で
、
七
十
年
の
生
涯
を
送

っ
た
。

出
身
地
は
不
明
だ
が
、
京
都
を
中
心
に
国

内
を
広
く
歩
き
回
り
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら

道
を
作
り
、
古
寺
を
修
理
し
た
り
し
て
、
理

論
よ
り
実
践
を
重
ん
じ
た
。

江
戸
時
代
に
は
、
空
也
上
人
の
教
え
を
慕

っ
て
、
各
地
に
念
仏
講
が
盛
ん
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

写
真
は
、
現
在
地
蔵
堂
バ
ス
停
の
近
く
に
、

明
治
十
八
年
に
建
て
ら
れ
た
空
也
塔
で
あ
る
。

塔
の
後
ろ
に
、
後
藤
十
次
郎
さ
ん
を
中
心
と

し
て
、
当
時
の
念
仏
講
中
八
名
が
協
同
で
建

て
た
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

慈
覚
大
師
が
伝
え
た
念
仏
供
養
に
感
化
さ

れ
た
空
也
上
人
。
そ
し
て
現
在
行
わ
れ
て
い

る

「山
寺
夜
行
念
仏
」
の
強
い
結
び

つ
き
を

感
じ
る
。

！！一一“一一一“””い”一“】一！！！！！一一一一≡一！一一

◎
広
葉
樹
書
虫

「カ
ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ

虫
」
の
駆
除
薬
効
果
試
験
を
山
寺
の
緑

を
守
る
と
い
う
趣
旨
で
（
山
形
市
が
宝

珠
曲
で
実
施
。
　
　
　
・　
　
　
！　
！
！

◎
山
寺
出
身
の
馬
籠
幸
苫
氏
が
、
山
寺
中

学
生
金
員
に

「北
京
オ
リ
ン
ピ
ウ
ク
写

真
集
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◎
山
寺
出
身
の
増
子
簿
氏
が
出
寺
小
中
讐

校
に
屋
久
杉
年
輪
版

（縦
‐２３
Ｃｍ
　
横
囲

釧
・
虐
さ
解
釧
・
重
さ
１２０
６
く
樹
齢
剛

年
）
を
寄
贈
さ
れ
た
ｏ
昇
鶴
□
か
ら
入

っ
た

一
階
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
て
い
る
一

◎
女
声
含
帽
団

「ふ
う
！が
一
が
昨
年
三
周

二
十
三
日
に
結
成
十
五
周
年
記
念
コ
一ン

サ
ー
ト
を
風
雅
の
国
！‐１こ
て
開
催
ず
男
性

含
暗
団

「大
利
」
も
友
悟
出
浸
■
！
！
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金

慣

な

一一　

姦
韻

一　

　

一韻

す

襲
ン
ン

お
め
で
と
う布

施
さ
ん
ご
夫
妻

（宮
崎
）

小
春
日
和
の
冬
至
の
日
、
お
宅
を
訪
問
。

昭
和
三
十
三
年
、
ご
結
婚
。
青
柳
か
ら

嫁
が
れ
た
奥
様
と
の
喜
怒
哀
楽

・
二
人
三

脚
の
五
十
年
。　
一
男

一
女
を
育
て
ら
れ
た
。

夫
妻
は
、
若
い
頃
の
農
作
業
の
あ
れ
や

こ
れ
や
を
思
い
起
こ
し
、
「農
家
の
仕
事
は

一
年

一
年
が
勉
強
。
う
ま
く
い
く
場
合
も

あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
時
は
来
年
こ
そ
は

と
頑
張

っ
て
き
た
。
」
、
「農
作
業
は
、
収
穫

の
喜
び
が
全
て
。
」
と
、
に
こ
や
か
に
語

る
姿
に
夫
婦
の
仲
良
さ
が
み
て
と
れ
た
。

ま
た
、
旦
那
さ
ん
の
冬
期
間
の
郵
便
配

達
、
山
寺
駅
ホ
ー
ム
除
雪
、
山
林
作
業
等
々

を
支
え
続
け
た
奥
様
は
、
内
助
の
お
手
本
。

当
時
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
語
り
合
う

ご
夫
婦
を
、
茶
の
間
に
掲
げ
ら
れ
た
藍
綬

褒
賞
は
じ
め
、
数
々
の
諸
活
動
表
彰
額
が

静
か
に
見
つ
め
て
い
た
。

末
永
く
、
仲
良
く
、
お
幸
せ
に
。

平
成
十
八
年
生
ま
れ

〈宮

は明〉
※輔隊抑殉煽調車巾“いず。

，
松
田
　
公
人
氏
長
女

！
怜

華
　
さ
ん

平
成
二
十
年
生
ま
れ

〈千
手
院
〉
　
　
！

受
賞

・
表
彰

（敬
称
略
）

表
彰
状
～
佃
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
△ム△ム長
表
彰

山
寺
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

表
彰
状
～
山
形
県
卓
越
技
能
功
労
賞

矢
萩
　
政
美

（宮
崎
）

感
謝
状
～
山
形
県
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会

武
田
　
　
誠

（地
蔵
堂
）

表
彰
状
～
側
日
本
食
品
衛
生
協
会

〃
　
～
山
形
市
防
犯
協
会
連
合
会

感
謝
状
～
山
受
巾
長
よ
り
（民
生
・児
主里
委
一尋

遠
藤
　
正
悦

（南
院
）

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
（通
算
八
回
）

追
分
花
壇
愛
好
会

全
国
大
会
出
場
・入
賞

（敬
称
じ

プ
ー
チ
ン
大
統
領

杯
派
遣
選
手
選
考
会

《東
京
》

柔
道
５５
絶
　
準
優
勝

山
土寸聖

一年
　
冨
樫
員

一
郎
行
地
喜

国
民
体
育
大
会

《大
分
県
》

卓
球
　
　
　
　
と返
藤
　
佳
祐
行
地
喜

全
国
高
校
総
体

《埼
玉
県
》

卓
球
　
　
　
　
】速
藤
　
柊
子
奪
地
喜

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
野
亜
沙
海
（南
院
）

ジ

ュ
ニ
ア
オ

リ

ン
ピ

ツ
ク

全
国
卓
球
大
会

《宮
崎
県
》

山
寺
中
二
年
　
と込
藤
　
幸
奈
（南
院
）

〃
　
　
　
　
　
後
藤
　
未
紀
↑
地
喜

〈川
原
町
〉

（宮

崎
〉

布施 義 輛 さん

しつ子 さん ご夫妻

‐松

征ま田

（中
地
蔵
〉 ・

後
藤
！
隆
広
氏
長
男

有
　
空
　
さ
ん

遠
藤
　
秋
幸
氏
二
女

こ
と
ね

！さ
ん

公
人
氏
長
男

！也
　
さ
ん

・
山
田
！
宏
市
氏
長
男

証
　
士
　
さ
ん

平
成
二
十
年
の
物
故
者

謹
ん
で
お
悔
や
み

・申
し
上
げ
ま
す

〈所
　
部
〉

伊
藤
　
孝
蔵
殿

〈馬
　
形
〉

小
笠
原
シ
ゲ
殿

後
藤
　
ふ
く
殿

（川
原
町
〉

遠
藤
　
正
弘
殿

伊
藤
美
代
子
殿

〈南
　
院
〉

浅
沼
き
よ
ゑ
殿

金
戸
　
沢
〉

成
山
　
し
う
殿

伊
澤
み
ち
ゑ
殿

〈地
蔵
堂
〉

布
施
　
ん
め
殿

布
施

　

啓

殿

丹
野
す
ぐ
ゑ
殿

〈中
地
蔵
〉

冨
樫
　
き
の
殿

石
川

　

忠

殿

布
施
ま
つ
江
殿

東
海
林
正
治
殿

山
川
　
ふ
さ
殿

遠
藤
　
正
治
殿

伊
澤
　
一二
治
殿

武
田
　
武
治
殿

布
施
幸
二
郎
殿

矢
萩
　
昭
吉
殿

布
施
み
の
る
殿

滝
回
　
ふ
じ
殿
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秘
宝
館

百

原

浄

口
さ
ん
（川
原
町
）

昭
和
三
年
六
月
二
十
二
国
生

広
い
心
を
も
っ
て
生
き
る

「二
十

一
世
紀
は
、　
Ｅ
不
一
派
に
こ
だ

わ
っ
て
は
だ
め
で
す
。
広
く
宗
教
者
の
間

で
連
携
し
な
が
ら
、
世
界
平
和
の
実
現
と

人
類
の
幸
せ
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
各
宗
派
が
井
の
中
の
蛙
で
は
困
り

ま
す
。
」
と
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
論
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
平
成
九
年
に

宗
教
者

（外
国
の
宗
教
者

・
新
興
宗
教
者

を
含
む
）
の
集
い

「山
形
県
宗
教
者
懇
話

会
」
を
主
導
し
、
話
し
合
い
を
通
し
て
の

平
和
を
め
ざ
し
て
い
る
。

お
生
ま
れ
は
旧
山
形
市
内
で
、
九
歳
の

時
、
現
在
の
立
石
寺
で
出
家
。
大
正
大
学

を
卒
業
後
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
寛
永
寺
な

ど
で
修
業
。
天
台
宗
の
教
え

「
一
隅
を
照

ら
す
人
間
づ
く
り
」
を
力
強
く
推
進
し
て

い
る
。
近
年
と
み
に
す
さ
ん
で
き
た
心
の
教
育

の
必
要
性
を
感
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
座
禅

に
よ
る
心
の
浄
化
を
実
践
し
て
い
る
。

ま
た
、
宝
珠
山
の
寺
容
を

一
変
さ
せ
た

功
績
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
高
さ

一
ｍ
ば
か
り
の
石
碑
で
あ
る
。

指
定
の
主
な
理
由
に
年
号
が
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

（華
蔵
院
前

の
二
重
小
塔
も
同
様
年
号
が
き
め
手
）
。

天
養
元
年

（
一
一
四
四
年
）
は
平
安
時

代
末
期
、
貴
族
と
武
士
が
争

っ
た
時
代
。

末
法
の
世
か
と
望
み
を
失

っ
て
自
殺
往
生

が
流
行
し
た
と
も
記
録
に
あ
る
。

そ
ん
な
世
の
中
だ
っ
た
か
ら

「如
法
経

所
碑
」
が
納
経
堂
の
岩
上
に
奉
納
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

如
法
経
と
は
、
慈
覺
大
師
の
定
め
ら
れ

た
作
法
で
書
写
し
た
法
華
経
の
こ
と
。
所

碑
と
は
、
石
碑
を
建
立
し
た
所
以

（ゆ
え

ん
）
、
わ
け
、
願
い
を
記
し
た
も
の
。

「写
経
を
納
め
て
、
大
師
の
お
守
り
を

戴
き
、
弥
助
菩
薩
の
再
来
を
信
じ
て
、
乱

れ
た
世
が
早
く
平
穏
に
な
り
ま
す
よ
う
山

寺
に
参
詣
し
祈
り
ま
し
ょ
う
」
の
願
い
が

う
か
が
え
る
。

奥山寺の名勝 左 :石 橋 右 :姉滝 ・妹滝 (穴滝)

後 新 武
藤 関 田

毎年発行予定・保存しておきましょう。
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山‐寺駅リニュアール宝
珠
の
し
ず
く
も
創
刊
か
ら
早
い
も

の
で
十
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

編
集
ス
タ
ッ
フ
が
毎
回
長
時
間
に
わ

た
る
慎
重
な
論
議
を
重
ね
、
内
容
の
充

実
に
努
め
て
来
ま
し
た
。
編
集
に
あ

た
っ
て
は
地
区
の
方
々
よ
り
写
真
の
提

供
、
原
稿
の
依
頼
に
も
快
く
ご
協
力
を

頂
き
ス
タ
ッ
フ

一
同
心
よ
り
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

尚
、
今
後
の
編
集
に
希
望
事
項
や
、

ご
意
見
な
ど
が
有
り
ま
し
た
ら
ど
し
ど

し
公
民
館
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
委
員
伊
澤
　
貞

一

遠
一騰
　
正
悦

ｏ
布
施
　
自開
嗣

遠
藤
ま
き
子

孝
久 夫 誠 風光明媚な山寺の景観をゆ

ホームの待台室・椅子、展


